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江戸川区
え ど が わ く

の生
お

い立
た

ち 
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古代 

江戸川区は昔、海の底でした。約3000年前頃から、海はゆっくりと後退し

ていき、地盤の隆起や川が土砂を運んで陸地化が進みました。  

また、上小岩遺跡から土師器
は じ き

が見つかっており、約1700年前の古墳時代前

期にはこの一帯が人々の生活領域であったことがわかっています。  

正倉院
しょうそういん

にある養
よう

老
ろう

5年(721)の戸籍によると、葛飾郡には甲和里
こ う わ り

、仲村里
な か む ら り

、

嶋俣里
し ま ま た り

の三つの里
り

があったことが記録されており、この「甲和里」は小岩の

ことではないかと言われています。甲和里には454人が住んでいました。  

中世 

平安時代の末頃から鎌倉時代にかけて、この地域は 氏が治めていまし

西氏は 33郷
ごう

(江戸川区、 飾区ほか)を伊勢神宮に寄進しました。

御厨
みくりや

といいました。戦国時代には北条
ほうじょう

氏対里見
さ と み

氏の国府台
こ う の だ い

合戦
かっせん

の

戦場となりました。北条氏が勝ち、以後北条氏

は秀吉に滅ぼされるまで関東を支配しました。  

近世 

家康が関東へ来て江戸の城下町づくりが始ま

ると本区はほとんどが幕府領となり、新田開発

も盛んに行われました。  

特に宇田
う だ

川
がわ

喜兵衛
き へ え

による宇喜
う き

新田(宇喜田
う き た

)、

篠原
しのはら

伊予
い よ

による伊予
い よ

新田
しんでん

(伊予
い よ

田
だ

)、田島
た じ ま

図書
ず し ょ

に

よる一之江
い ち の え

新田がよく知られています。    江戸時代の主な街道と関所・渡し場 



 

江戸時代は区内に、元
もと

佐倉
さ く ら

道
みち

、岩槻
いわつき

道
みち

、行徳
ぎょうとく

道
みち

などが通っていたため旅人

でにぎわい、また、江戸川や新川
しんかわ

は荷物や旅客を乗せて往来する舟でにぎわ

いました。  

近代 

明治時代に入って近代日本の歩みと共に本区も次第に変わりました。  

江戸時代の36ヵ村は、南 郡に属して10ヵ村に統合されました。総武線

の開通など交通機関の発展とともに人口も少しずつ増えてきました。  

昭和7年には東京市と周辺5郡が合併し東京35区が誕生しました。この地域

では3町4村が合併し、人口10万人の「江戸川区」が誕生しています。 

太平洋戦争では昭和20年3月の大空襲で平井小松川地区が焼失するなど大

きな被害を受けました。  

現代 

昭和30年代からの日本経済の高度成長に伴い、地下鉄東西線の開通などで

区の人口も急増しました。その後、区は長期計画や土地区画整理事業の推進

など積極的な施策を展開し、近代的な都市へとめざましい発展を遂げました。

生活環境の整備も進み、親水公園や臨海公園、文化施設や大型スポーツ施設

などが次々とつくられました。さらに、福祉・健康の充実や安全・安心な「ま

ちづくり」に一層の努力をしています。  

 

葛西地区の街並み 


